　

２００４年度　社会法演習

　　第１回

2004.04.09.　佐藤
はじめに：本日の目的

1.ゼミ運営方針の確認

  2.各人の問題関心の報告

　3.具体的スケジュールの確定

Ⅰ・ゼミ運営方針の確認（確認のために「春休指導」レジュメを再掲）

１．ゼミメンバー紹介

３回生　黒宮　晋平、三木　由子、中野　洋男

４回生　坂井　明人

２．一年間の予定

　春休み：問題関心を明確にする

４月中：リテラシー訓練（パソコン実習、図書館実習）

　前期中：各人の関心領域についての基礎的勉強→問題関心を鮮明にする

その一環として、ゲストスピーカーも考える

　夏休み：研究テーマについての参考文献一覧の作成・提出

　後期中：各人の研究テーマについての論文執筆

１月　：論文提出→ゼミ論文集の発行

　＊私のゼミでは一年で論文を作成することを目的としています。それは、４回生時には就職活動で時間がとれないだろうと予想するからです。そのため、春休や夏休みも利用することになります。

３．テキスト
　労働法・社会保障法・ジェンダー論のテキストを使用

4． 春休みの課題
　自らの関心事項を明かにすること

　　４月開講時に各人から発表してもらう

　　その際に述べることは、

１．関心事項（なるだけ具体的に）

２．なぜその事項に関心をもったのか（なるだけ詳しく）

　　そのためには春休み中に、新聞を読んだり、文献を読んだりすることが必要になる

５．各種役員の選出

　運営委員長、会計、コンパ、名簿、企画

Ⅱ・各人の問題関心・予定の報告

１．３回生

＜黒宮＞

＜三木＞

＜中野＞

２．４回生

＜坂井＞

Ⅲ．具体的スケジュール
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